
 ○ＩＣＴ活用で確かな学力をつけよう（実践報告） 
 
 １  学年・教科  6年 理科 
 
 ２  単元名    ヒトや動物の体（理科） 
 
 ３  実践者（所属）山口嘉徳（苅宿小） 
 
 ４  活動を始める前に 
 
（１）準備するもの 
   ○ 理科ねっとわあく提供のパッケージコンテンツの人体コンテンツCDを活用した。 
（２）ＩＣＴ機器やメディアの活用のねらい 
   ○ ヒトや動物の呼吸器系や消化器系や骨格系の３つについて学ぶ単元ではあるが、教科書の写真や図等の

資料だけでは平面的な資料なので、より本物に近い立体的な資料が必要であると感じている。 
   ○ 授業支援ソフト（スカイメニュー）を活用することにより、子どもの実態に応じて、一斉指導や課題解

決型の学習を行うことができる。 
 
  ５        指導計画                      

時 児童の活動       

１ 

２ 

 

２ 

 

３ 

 

１ 
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○単元導入ヒトや動物の体○生きていくために，どんなものを体内に取り入れているか，考えてみよう。 

○第１次 呼吸（１）吸う息とはく息では，何か違いがあるのだろうか。 

          （２）呼吸のしくみを調べよう。 

○第２次 食物の消化と吸収（１）食物は，体内でどのように変化するのだろうか。 

                      （２）消化と吸収のしくみを調べよう。 

○第３次 血液のはたらき （１）酸素や養分を取り入れた血液は，どのようにして全身を流れるのだろうか。 

                   （２）ヒトや動物の体について，調べたことをまとめて，発表しよう。 

○まとめ 学習したことをまとめよう 

○発展 

 

 
   ６        活動の流れ 

時間     学習内容・指導上の留意点  児童の活動（利用メディア） 
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呼吸のしくみを調べよう。 
トや動物は，呼吸によって酸素を取り入れ，二
化炭素などを出していることを押さえる。 
吸のしくみ（肺や肺胞のしくみ）について調べ
 
気→鼻→気管→肺→肺胞→毛細血管 
素を取り入れ二酸化炭素を排出 

 
・（個別）立体画像を見ながら、呼吸のしくみに
ついて興味関心のあることを課題別に調べ
る。 

・（一斉）教員の提示する資料を見ながら、学習
を進めていく。 

組み後の子ども達の変容や成果 
かなか見ることができないヒトの体の中をコンピュータグラフックやリアル画像を交えながら体
みを確認したり学習したりすることができ、さらに調べてみたいという興味関心が増した。 
ートからも、立体的に描かれた絵や図が多く描かれたことを確認することができ、学習効果を高
たことが伺えた。 
習では、実際に見たりさわったりできないものを学習することが多い（星座、体の仕組み等）が、 
コンテンツを活用することで、より本物に近い状態を体験・経験することができ、子どもにも学ぶ
確かな学力を付ける手立てとなった。 

できます！ 
っとわあくでは、3年生～高校生までのいろいろな分野のデジタルコンテンツが用意されている。 
、会員登録するだけで、全てのコンテンツを利用できる。また、回線速度が遅い学校では、パッケ 
れたCDやDVDを無料で郵送してもらえる。 
教育支援ソフトを活用することで、時には一斉指導でコンテンツを見せたり、課題解決学習で教
ったりと授業の幅が広がります。 

http://www.rikanet.jst.go.jp/


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


